
（

部
分
は
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
九
日
に
施
行
す
る
こ
と
と
す
る
部
分
）

水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
要
綱

第
一

水
防
法
の
一
部
改
正

一

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
雨
水
出
水
」
と
は
、
一
時
的
に
大
量
の
降
雨
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
下
水
道
そ
の
他
の
排
水

施
設
に
当
該
雨
水
を
排
除
で
き
な
い
こ
と
又
は
下
水
道
そ
の
他
の
排
水
施
設
か
ら
河
川
そ
の
他
の
公
共
の
水
域
若
し
く
は

海
域
に
当
該
雨
水
を
排
除
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
出
水
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

二

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
管
理
団
体
の
水
防
管
理
者
は
、
水
防
計
画
に
水
防
管
理
団
体
が
行
う
水
防
の
た
め
の
活
動
に

下
水
道
管
理
者
の
協
力
が
必
要
な
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
下
水
道

管
理
者
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
条
第
六
項
、
第
七
条
第
四
項
及
び
第
三
十
三
条
第
四
項
関
係
）

三

雨
水
出
水
及
び
高
潮
に
係
る
水
位
情
報
の
周
知
及
び
通
知

１

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
管
理
す
る
公
共
下
水
道
等
の
排
水
施
設
等
で
雨

水
出
水
に
よ
り
相
当
な
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
指
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
雨
水
出
水
特
別
警
戒



水
位
（
雨
水
出
水
に
よ
る
災
害
の
発
生
を
特
に
警
戒
す
べ
き
水
位
を
い
う
。
）
を
定
め
、
当
該
排
水
施
設
等
の
水
位
が

こ
れ
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
排
水
施
設
等
の
水
位
を
示
し
て
直
ち
に
当
該
都
道
府
県
の
水
防
計
画
で
定
め

る
水
防
管
理
者
及
び
量
水
標
管
理
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
報
道
機
関
の
協
力
を
求
め
て
、
こ
れ
を
一

般
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
存
す
る
海
岸
で
高
潮
に
よ
り
相
当
な
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
も
の
と
し
て
指
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
高
潮
特
別
警
戒
水
位
（
警
戒
水
位
を
超
え
る
水
位
で
あ
っ
て
高
潮
に
よ
る

災
害
の
発
生
を
特
に
警
戒
す
べ
き
水
位
を
い
う
。
）
を
定
め
、
当
該
海
岸
の
水
位
が
こ
れ
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨

を
当
該
海
岸
の
水
位
を
示
し
て
直
ち
に
当
該
都
道
府
県
の
水
防
計
画
で
定
め
る
水
防
管
理
者
及
び
量
水
標
管
理
者
に
通

知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
報
道
機
関
の
協
力
を
求
め
て
、
こ
れ
を
一
般
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
。

（
第
十
三
条
の
二
及
び
第
十
三
条
の
三
関
係
）

四

洪
水
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
（
以
下
「
洪
水
浸
水
想
定
区
域
」
と
い
う
。
）
の
前
提
と
な
る
降
雨
を
、
河
川
の
洪
水
防

御
に
関
す
る
計
画
の
基
本
と
な
る
降
雨
か
ら
想
定
最
大
規
模
降
雨
（
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降
雨
で
あ
っ
て
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
変
更
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
四
条
関
係
）



五

雨
水
出
水
浸
水
想
定
区
域
及
び
高
潮
浸
水
想
定
区
域
の
指
定

１

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
三
の
１
に
よ
り
指
定
し
た
排
水
施
設
等
に
つ
い
て
、
想
定
最
大
規
模
降
雨
に
よ

り
当
該
指
定
に
係
る
排
水
施
設
に
雨
水
を
排
除
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
又
は
当
該
指
定
に
係
る
排
水
施
設
か
ら
河
川
そ

の
他
の
公
共
の
水
域
若
し
く
は
海
域
に
雨
水
を
排
除
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
を
雨
水
出
水

浸
水
想
定
区
域
と
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

都
道
府
県
知
事
は
三
の
２
に
よ
り
指
定
し
た
海
岸
に
つ
い
て
、
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
高
潮
で
あ
っ
て
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
よ
り
当
該
海
岸
に
つ
い
て
高
潮
に
よ
る
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
に
浸
水
が
想

定
さ
れ
る
区
域
を
高
潮
浸
水
想
定
区
域
と
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
四
条
の
二
及
び
第
十
四
条
の
三
関
係
）

六

市
町
村
防
災
会
議
（
こ
れ
を
設
置
し
な
い
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
市
町
村
の
長
）
が
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
名
称
及

び
所
在
地
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
さ
れ
る
施
設
に
、
浸
水
想
定
区
域
（
洪
水
浸
水
想
定
区
域
、
雨
水
出
水
浸
水
想
定
区

域
又
は
高
潮
浸
水
想
定
区
域
を
い
う
。
）
内
の
地
下
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
施
設
又
は
地
下
に
建
設
中
の
施
設
で
あ

っ
て
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
す
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



（
第
十
五
条
第
一
項
関
係
）

七

市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
そ
の
名
称
及
び
所
在
地
を
定
め
ら
れ
た
地
下
街
等
の
所
有
者
又
は
管
理
者
は
、
当
該
地
下
街

等
の
利
用
者
の
洪
水
時
等
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
及
び
洪
水
時
等
の
浸
水
の
防
止
を
図
る
た
め
に
必
要
な
訓
練

そ
の
他
の
措
置
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
地
下
街
等
と
連
続
す
る
施
設
で
あ
つ
て
そ

の
配
置
そ
の
他
の
状
況
に
照
ら
し
当
該
地
下
街
等
の
利
用
者
の
洪
水
時
等
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
に
著
し
い
支

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
施
設
の
所
有
者
又
は
管
理
者
の
意
見
を
聴
く
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
五
条
の
二
第
二
項
関
係
）

八

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
二

下
水
道
法
の
一
部
改
正

一

主
と
し
て
市
街
地
に
お
け
る
雨
水
の
み
を
排
除
す
る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
下
水
道
で
、
河
川
そ
の
他
の

公
共
の
水
域
若
し
く
は
海
域
に
当
該
雨
水
を
放
流
す
る
も
の
又
は
流
域
下
水
道
に
接
続
す
る
も
の
を
、
雨
水
公
共
下
水
道

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
条
関
係
）

二

事
業
計
画
に
定
め
る
べ
き
事
項
と
し
て
排
水
施
設
の
点
検
の
方
法
及
び
頻
度
を
追
加
し
、
当
該
点
検
の
方
法
及
び
頻
度



が
、
三
の
２
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
、
第
二
十
五
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
二
十
五
条
の
十
三
関
係
）

三

公
共
下
水
道
又
は
流
域
下
水
道
の
維
持
又
は
修
繕

１

公
共
下
水
道
管
理
者
又
は
流
域
下
水
道
管
理
者
は
、
公
共
下
水
道
又
は
流
域
下
水
道
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
よ
う
に

維
持
し
、
修
繕
し
、
も
っ
て
公
衆
衛
生
上
重
大
な
危
害
が
生
じ
、
及
び
公
共
用
水
域
の
水
質
に
重
大
な
影
響
が
及
ぶ
こ

と
の
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

公
共
下
水
道
又
は
流
域
下
水
道
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め

る
も
の
と
し
、
当
該
技
術
上
の
基
準
は
、
公
共
下
水
道
又
は
流
域
下
水
道
の
修
繕
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の
点
検
及
び

災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
公
共
下
水
道
又
は
流
域
下
水
道
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
応
急
措
置
の
実
施
に
関
す
る
基

準
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
七
条
の
二
及
び
第
二
十
五
条
の
十
八
関
係
）

四

公
共
下
水
道
管
理
者
、
流
域
下
水
道
管
理
者
又
は
都
市
下
水
路
管
理
者
は
、
公
共
下
水
道
、
流
域
下
水
道
又
は
都
市
下

水
路
の
施
設
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
工
事
を
適
確
に
行
う
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
の
間
に
お
い
て
、
災

害
時
維
持
修
繕
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



（
第
十
五
条
の
二
、
第
二
十
五
条
の
十
八
及
び
第
三
十
一
条
関
係
）

五

公
共
下
水
道
管
理
者
、
流
域
下
水
道
管
理
者
又
は
都
市
下
水
路
管
理
者
は
、
都
道
府
県
又
は
指
定
管
理
団
体
の
水
防
計

画
に
公
共
下
水
道
管
理
者
、
流
域
下
水
道
管
理
者
又
は
都
市
下
水
路
管
理
者
の
協
力
が
必
要
な
事
項
が
定
め
ら
れ
た
と
き

は
、
当
該
水
防
計
画
に
基
づ
き
水
防
管
理
団
体
が
行
う
水
防
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
三
条
の
二
、
第
二
十
五
条
の
十
八
及
び
第
三
十
一
条
関
係
）

六

公
共
下
水
道
の
排
水
施
設
の
暗
渠
部
分
又
は
流
域
下
水
道
の
施
設
に
量
水
標
等
及
び
熱
交
換
器
を
設
置
す
る
こ
と
が
で

き

よ

き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
四
条
第
三
項
及
び
第
二
十
五
条
の
十
七
関
係
）

七

浸
水
被
害
対
策
区
域
に
お
け
る
特
別
の
措
置

１

公
共
下
水
道
管
理
者
は
、
浸
水
被
害
対
策
区
域
（
排
水
区
域
の
う
ち
、
都
市
機
能
が
相
当
程
度
集
積
し
、
著
し
い
浸

水
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
で
あ
っ
て
、
当
該
区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
状
況
か
ら
み
て
、
公
共
下
水

道
の
整
備
の
み
に
よ
っ
て
は
浸
水
被
害
の
防
止
を
図
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
条
例
で
定
め

る
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
条
例
で
、
排
水
設
備
に
適
用
す
べ
き
排

水
及
び
雨
水
の
一
時
的
な
貯
留
又
は
地
下
へ
の
浸
透
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る



こ
と
。

２

公
共
下
水
道
管
理
者
は
、
浸
水
被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
浸
水
被
害
対
策
区
域
内
に
存
す
る
雨
水
貯
留
施
設
を
自

ら
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
所
有
者
等
と
の
間
に
お
い
て
、
管
理
協
定
を
締
結
し
て
当
該
雨
水

貯
留
施
設
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

３

公
共
下
水
道
管
理
者
は
、
管
理
協
定
を
締
結
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
。

４

３
に
よ
る
公
示
の
あ
っ
た
管
理
協
定
は
、
そ
の
公
示
の
あ
っ
た
後
に
お
い
て
雨
水
貯
留
施
設
の
所
有
者
等
と
な
っ
た

者
に
対
し
て
も
、
そ
の
効
力
が
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
五
条
の
二
か
ら
第
二
十
五
条
の
九
ま
で
関
係
）

八

二
以
上
の
公
共
下
水
道
管
理
者
、
流
域
下
水
道
管
理
者
又
は
都
市
下
水
路
管
理
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
管
理
す
る
下
水
道

相
互
間
の
広
域
的
な
連
携
に
よ
る
下
水
道
の
管
理
の
効
率
化
に
関
し
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
の
協
議
会
を
組
織
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
一
条
の
四
関
係
）

九

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
三

日
本
下
水
道
事
業
団
法
の
一
部
改
正



一

日
本
下
水
道
事
業
団
（
以
下
「
事
業
団
」
と
い
う
。
）
は
、
地
方
公
共
団
体
の
委
託
に
基
づ
き
、
高
度
の
技
術
を
要
す

る
管
渠
の
建
設
、
管
渠
及
び
第
二
の
七
の
２
の
管
理
協
定
の
目
的
と
な
る
雨
水
貯
留
施
設
の
維
持
管
理
等
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
六
条
第
一
項
関
係
）

二

特
定
下
水
道
工
事

１

事
業
団
は
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
終
末
処
理
場
等
の
建
設
に

関
す
る
工
事
（
以
下
「
特
定
下
水
道
工
事
」
と
い
う
。
）
の
実
施
体
制
等
を
勘
案
し
て
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
当
該
特
定
下
水
道
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

事
業
団
は
、
特
定
下
水
道
工
事
を
行
う
場
合
に
は
、
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
の
一
部
を
行
う
も
の
と

す
る
こ
と
。

３

地
方
公
共
団
体
が
１
の
要
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
。

４

事
業
団
が
特
定
下
水
道
工
事
を
行
う
場
合
に
は
、
国
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
は

、
事
業
団
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



５

地
方
公
共
団
体
は
、
特
定
下
水
道
工
事
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
額
か
ら
４
の
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
を
控
除
し

た
額
を
事
業
団
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
関
係
）

三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
四

附
則

一

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
二
の
一
か
ら
三
ま
で
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お

い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
関
係
）

三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
七
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
関
係
）


